
問

学
校
給
食
で
栄
養
を

補
う
児
童
や
生
徒
が
増
え

て
い
る
。

学
校
給
食
発
祥
の
頃
に

戻
り
、
給
食
の
担
う
べ
き

役
割
の
重
要
性
が
増
し
て

い
る
。

あ
る
べ
き
姿
を
ど
う
考

え
る
か
。

教
育
部
長

令
和
５
年
度

の
教
育
方
針
の
中
で
、
健

や
か
な
成
長
を
育
む
学
校

給
食
づ
く
り
を
掲
げ
、
栄

養
指
導
に
よ
り
食
育
の
充

実
、
地
域
の
食
文
化
を
取

り
入
れ
た
給
食
の
提
供
、

地
産
地
消
の
推
進
な
ど
に

取
り
組
み
、
栄
養
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
安
全
で
お
い

し
い
給
食
を
提
供
し
、
心

身
と
も
に
健
や
か
な
子
ど

も
の
成
長
を
育
む
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。

給
食
の
時
間
は
、
良
好

な
人
間
関
係
を
形
成
し
、

学
校
生
活
の
中
で
大
切
な

場
面
と
考
え
る
。

食
育
の
面
で
も
、
食
事

の
大
切
さ
や
、
食
に
対
す

る
感
謝
の
醸
成
、
健
康
的

な
食
習
慣
の
育
成
、
地
域

の
行
事
食
・
伝
統
食
、
給

食
発
祥
の
地
と
ユ
ネ
ス
コ

食
文
化
都
市
に
ふ
さ
わ
し

い
食
育
・
食
文
化
を
継
承

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
る
。

問

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
規
模
や
在
り
方
は
、
ど

の
よ
う
に
検
討
さ
れ
た
の

か
。

教
育
部
長

令
和
元
年
か

ら
２
年
間
、
鶴
岡
市
学
校

給
食
の
あ
り
方
検
討
会
が

計
４
回
開
催
さ
れ
、
提
言

さ
れ
た
。

自
校
方
式
は
理
想
的
で

あ
る
が
、
経
費
や
効
率
性

を
考
え
る
と
現
実
的
で
な

い
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

教
育
委
員
会
で
は
、
経

費
や
効
率
性
、
衛
生
基
準

に
の
っ
と
っ
た
近
代
的
な

調
理
環
境
、
安
心
・
安
全

な
給
食
の
提
供
を
進
め
る

セ
ン
タ
ー
方
式
と
し
た
。

問

今
後
有
機
農
産
物
の

提
供
を
望
ん
で
も
、
セ
ン

タ
ー
化
で
は
増
や
す
こ
と

が
出
来
ず
、
地
産
地
消
を

こ
れ
以
上
進
め
ら
れ
な
い

の
で
は
な
い
か
。

教
育
部
長

地
元
生
産
者

や
、
Ｊ
Ａ
等
関
係
団
体
の

協
力
を
得
て
、
出
来
る
限

り
地
元
食
材
、
有
機
農
産

物
を
確
保
し
、
多
彩
な
献

立
の
提
供
に
努
め
る
。
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新つるおかＨＰ

月
７
日
の
鶴
岡
市
議
会

月
定
例
会
一
般
質
問
で
、

12

12

坂
本
昌
栄
議
員
が
、
①
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、

取
り
上
げ
ま
し
た
。

学
校
給
食
の
あ
る
べ
き
姿
は

問

国
の
方
針
で
は
、
人

口

万
人
以
上
で

億
円

10

10

の
事
業
は
、
民
間
資
金
に

よ
る
民
営
化
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方

式
を
検
討
す
る
よ
う
に
と

あ
る
が
、
自
治
体
が
自
ら

選
定
す
る
べ
き
で
あ
る
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
あ
り
き
の

実
施
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。

教
育
部
長

国
の
方
針
に

基
づ
き
検
討
を
進
め
て
い

る
。今

後
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
手

法
の
簡
易
評
価
の
結
果
を

受
け
、
令
和
６
年
度
に
予

定
し
て
い
る
詳
細
な
Ｐ
Ｆ

Ｉ
等
導
入
可
能
性
調
査
に

よ
り
、
最
も
有
効
な
事
業

手
法
を
判
断
す
る
予
定

だ
。

問

Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
の
メ
リ

ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
ど

う
か
。

教
育
部
長

Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法

の
メ
リ
ッ
ト
は
、
設
計
、

建
設
、
維
持
管
理
、
運
営

を
一
括
し
て
発
注
す
る
こ

Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は

と
に
よ
り
、
財
政
負
担
の

軽
減
と
な
る
。

整
備
費
や
運
営
期
間
中

の
修
繕
を
、
民
間
側
が
資

金
調
達
す
る
こ
と
で
、
財

政
負
担
の
平
準
化
が
図
れ

る
。民

間
の
事
業
機
会
が
広

が
り
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
貢
献
す
る
。

一
方
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、

発
注
側
の
公
共
側
と
、
受

注
者
の
民
間
業
者
側
の
双

方
の
準
備
に
、
時
間
を
要

す
る
。

行
政
が
こ
れ
ま
で
以
上

に
民
間
の
業
務
を
把
握

し
、
管
理
や
指
導
を
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

市
の
献
立
作
成
だ
け
で

な
く
、
食
材
調
達
業
務
も
、

市
の
関
わ
り
を
整
理
・
検

討
し
、
鶴
岡
ら
し
い
、
安

心
・
安
全
な
給
食
の
提
供

に
努
め
た
い
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）

ࠗ
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▽
年
明
け
か

ら
、
賀
詞
交

換
会
、
市
成

人
式
、
建
設

業
協
会
や
医

師
会
新
年
会

等
々
お
招
き

頂
い
て
い
ま

す
。
ど
の
会
で
お
話
を
聞
い
て
も
、
事

業
の
収
支
悪
化
、
人
材
不
足
等
々
、
自

公
政
権
の
悪
政
で
深
刻
な
状
況
に
あ
る

事
を
実
感
し
、
お
応
え
し
な
け
れ
ば
と

い
う
思
い
を
強
く
し
て
い
ま
す
。

▽
昨
年

月
議
会
で
障
が
い
者
手
帳
の

12

事
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
障
が
い
者
手

帳
保
持
者
へ
の
公
共
料
金
割
引
等
の
支

援
の
内
、
精
神
障
が
い
だ
け
除
外
さ
れ

て
い
る
も
の
が
あ
る
事
の
解
消
、
手
帳

を
利
用
す
る
時
に
３
障
が
い
そ
れ
ぞ
れ

色
が
違
う
こ
と
で
障
が
い
の
種
別
が
わ

か
っ
て
し
ま
う
た
め
統
一
を
図
る
事
、

取
り
出
し
易
さ
や
耐
久
性
の
た
め
カ
ー

ド
型
の
導
入
を
検
討
す
る
事
を
求
め
ま

し
た
。
障
が
い
福
祉
課
長
は
要
旨
以
下

の
答
弁
。
「
障
害
者
控
除
や
町
村
民
税

の
減
免
等
は
ど
の
障
が
い
も
お
こ
な
わ

れ
て
い
る
が
、
民
間
事
業
者
で
は
精
神

障
が
い
が
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
サ
ー

ビ
ス
が
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
事
業
者
の

判
断
に
な
る
が
、
県
と
し
て
は
精
神
障

が
い
へ
の
理
解
促
進
に
努
め
て
い
き
た

い
。
手
帳
の
外
見
の
違
い
に
つ
い
て
の

意
見
は
今
の
と
こ
ろ
聞
い
て
い
な
い
。

本
県
で
カ
ー
ド
化
す
る
場
合
１
５
０
０

万
円
程
度
必
要
と
な
る
。
民
間
で
ア
プ

リ
が
開
発
さ
れ
、
ス
マ
ホ
を
見
せ
る
だ

け
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
仕
組
み

が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
い

る
が
、
カ
ー
ド
化
に
つ
い
て
は
検
討
し

て
い
き
た
い
」
。
引
き
続
き
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
県
議

関

徹
）



令
和
５
年
度
第
２
回
鶴

岡
市
介
護
保
険
事
業
計
画

策
定
懇
話
会
（
福
原
晶
子

会
長
）
が

日
開
か
れ
、

11

第
９
期
介
護
保
険
事
業
計

画
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

第
９
期
介
護
給
付
費
・

地
域
支
援
事
業
費
は
、
介

護
報
酬
改
定
を
踏
ま
え
、

３
年
間
で
４
８
０
・
５
億

円
を
見
込
み
、
第
８
期
の

４
６
３
・
７
億
円
か
ら
16

・
８
億
円
（
３
・
６
％
）

増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

歳
以
上
の
人
口
は
、

65
第
９
期
で
約
２
２
０
０
人

（
１
・
７
％
）
減
少
し
、

後
期
高
齢
者
の
割
合
が
徐

々
に
高
ま
り
ま
す
。

保
険
料
基
準
額
は
、
６

５
８
０
円
に
据
え
置
く
と

し
て
い
ま
す
。

保
険
料
は
第
９
期
で

は
、
国
は
所
得
段
階
を
９

段
階
か
ら

段
階
に
設
定

13

し
、
低
所
得
者
の
負
担
軽

減
を
図
る
と
し
、
本
市
で

は
こ
れ
ま
で
、
低
所
得
者

に
配
慮
し
、

段
階
に
し

12

て
き
ま
し
た
が
、
第
９
期

で
は
国
同
様

段
階
に
す

13

る
と
し
て
い
ま
す
。

共
産
党
市
議
団
は
、
第

８
期
の
残
高
（
基
金

・
15

５
億
円
と
繰
越
金
９
億

円
）
を
活
用
し
、
高
す
ぎ

る
介
護
保
険
料
を
下
げ
る

こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
訴

え
て
い
ま
す
。

都市計画課入札結果（ ）内は予定価格
1月11日入札分

・赤川河川緑地看板設置工事（大宝寺ほか地内）（入札4業者）
田川砂利工業(株) 5,693,900円（5,870,000円）工期～3/25（落札率97.
00％）
・鶴岡公園井戸揚水ポンプ更新工事（馬場町地内／鶴岡公園内）（入札
14業者うち7業者辞退）
荘和設備工業(株) 1,990,000円（2,080,000円）工期～3/25（落札率95.
67％）

契約管財課入札結果（ ）内は予定価格
1月11日入札分

・市本庁舎４階４０１会議室エアコン増設工事（馬場町9番25号）（入
札7業者）
(株)山形住設 2,050,000円（2,590,000円、最低制限価格1,952,160円）

工期～3/1（落札率79.15％）

建築課入札結果（ ）内は予定価格
1月11日入札分

・市駅前再開発ビル駐車場連結送水管更新工事（末広町15番12）（入札
5業者）
(株)板垣水道 3,170,000円（3,200,000円）工期～3/22（落札率99.06

（
１
面
の
つ
づ
き
）

問

情
報
公
開
で
、
令
和

２
年

月

日
の
庁
舎
内

12

14

検
討
推
進
会
議
で
、
給
食

セ
ン
タ
ー
改
築
事
業
は
既

に
、
令
和
４
年
度
に
Ｐ
Ｆ

Ｉ
事
業
に
向
け
た
案
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
度
選
定
さ

れ
た
事
業
者
と
の
打
ち
合

わ
せ
が
予
定
さ
れ
、
予
算

化
も
し
て
い
る
が
ど
う

か
。

教
育
部
長

様
々
な
検
討

の
選
択
肢
と
一
定
の
期
間

を
設
け
、
検
討
し
て
い
く

と
考
え
た
の
で
は
な
い

か
。今

後
の
調
査
を
踏
ま
え

て
判
断
し
て
い
く
。

問

企
業
は
儲
け
が
出
せ

な
け
れ
ば
や
っ
て
い
け
な

い
。児

童
・
生
徒
が
食
べ
る

給
食
の
質
に
、
必
ず
跳
ね

返
っ
て
く
る
。

人
口

万
人
の
埼
玉
県

14

入
間
市
は
、
令
和
４
年
12

月
に
、
整
備
期
間
の
短
縮

や
早
期
に
建
設
着
工
が
出

来
る
と
し
て
、
公
設
公
営

の
従
来
方
式
を
採
用
し
て

い
る
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は

公
設
公
営
で
行
う
べ
き
で

あ
り
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
は
再

検
討
す
る
べ
き
で
あ
る
が

ど
う
か
。

市
長

Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
簡
易
調

査
を
行
い
検
討
し
て
い
る

が
、
入
間
市
の
例
等
を
十

分
検
討
し
、
よ
り
よ
い
給

食
セ
ン
タ
ー
と
な
る
よ
う

取
り
組
む
。

日
本
共
産
党
鶴
岡
地
区

委
員
会
と
党
市
議
団
は
10

日
、
皆
川
市
長
に
２
０
２

用
し
て
保
険
料
負
担
の
軽

減
を
行
う
こ
と
。

③
「
小
中
一
貫
教
育
」

は
、
新
自
由
主
義
的
な
教

育
格
差
を
拡
大
す
る
こ
と

か
ら
行
わ
ず
、
少
子
化
対

策
と
若
者
定
住
対
策
を
図

る
こ
と
。

④
学
校
給
食
は
、
無
償

化
を
継
続
し
、
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
の
改
築
は
、
Ｐ

Ｆ
Ｉ
に
よ
る
大
規
模
・
効

率
化
で
の
市
一
本
の
セ
ン

タ
ー
化
は
行
わ
な
い
。「
給

食
発
祥
の
地
」
と
し
て
、

理
想
と
す
る
自
校
直
営
方

式
へ
の
転
換
。

⑤
図
書
館
整
備
は
、
公

設
・
公
営
を
堅
持
し
、
職

員
の
処
遇
改
善
を
図
る
こ

と
。
旧
町
村
か
ら
も
利
用

し
や
す
い
場
所
の
選
定

や
、
各
分
館
の
機
能
拡
充

と
連
携
、
移
動
図
書
館
の

更
新
。

⑥
気
候
危
機
で
は
「
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
、

自
然
災
害
へ
の
対
応
で

は
、
一
昨
年
末
の
西
目
地

区
土
砂
災
害
や
、
今
年
元

旦
の
大
規
模
な
能
登
半
島

地
震
な
ど
が
あ
り
、
全
市

的
な
体
制
整
備
と
対
応
の

充
実
を
図
る
こ
と
。
地
形

改
変
の
状
況
を
い
ち
早
く

把
握
で
き
る
、
３
次
元
点

群
デ
ー
タ
の
取
り
組
み
な

ど
を
掲
げ
ま
し
た
。

４
年
度
予
算
要
望
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

重
要
要
望
事
項
と
し

て
６
項
目
、
各
分
野
の

要
望
は
１
６
６
項
目
で

す
。重

要
要
望
事
項
で

は
、①

物
価
高
騰
対
策
と

し
て
、
特
に
低
所
得
者
、

生
活
保
護
世
帯
、
生
活

困
窮
者
へ
の
支
援
。
年

金
や
生
活
保
護
費
の
基

準
の
引
き
上
げ
を
国
に

強
く
要
請
す
る
こ
と
。

②
国
民
健
康
保
険
、
介

護
保
険
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
で
は
、
基
金
を
活


